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第
三
節
　
　
葦
手
本
の
位
置

一

葦
手
本
は
上
下
二
巻
の
完
本
で
あ
る
。
葦
手
本
と
い
う
名
称
は
、
上
下
二
巻
に
亘
り
、
装
飾
下
絵
に
葦
手
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
因
る
。

下
巻
巻
末
の
奥
書
「
永
暦
元
年
四
月
二
日
右
筆
黷
之
司
農
少
卿
伊
行
」
に
よ
り
、
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）、
藤
原
伊
行
（
生
年
未
詳
―

一
一
七
二
以
後
）
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
完
本
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
書
写
者
・
書
写
年
時
が
明
確
で
あ
り
、
書
の
家
で
あ

る
世
尊
寺
家
第
六
代
目
の
伊
行
の
手
に
な
る
等
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
極
め
て
高
い
。

葦
手
本
に
つ
い
て
、
堀
部
正
二
氏
は
、（
雲
紙
本
・
関
戸
本
と
）「
か
な
り
の
異
同
を
有
し
て
ゐ
る
が
、
近
似
の
特
異
本
文
を
共
有
す
る
点
も
多

い
の
で
便
宜
こ
れ
ら
を
も
っ
て
一
類
と
す
る
」
と
さ
れ
た
上
で
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
類
の
も
の
と
さ
れ

）
1
（

た
。
ま
た
、
久
曽
神
昇
氏
も
、
雲
紙
本
・

関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本
の
四
本
を
同
類
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
雲
紙
本
・
関
戸
本
と
巻
子
本
・
葦
手
本
と
に
二
分
さ
れ

）
2
（
た
。
す
な
わ
ち
、
堀
部
・

久
曽
神
両
氏
の
御
論
は
葦
手
本
が
巻
子
本
と
と
も
に
雲
紙
本
・
関
戸
本
と
同
類
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
久
曽
神
氏
は
、「
少
な
く
と
も
初
稿
本
・
再
稿
本
・
精
撰
本
の
三
種
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
成
立
過
程
は
、
更
に
今
後
研
究
す

べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
著
者
公
任
の
手
許
に
存
し
た
原
本
に
、
次
第
に
追
補
せ
ら
れ
た
結
果
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
推
測
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
こ

の
三
類
の
伝
本
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
や
は
り
公
任
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
、
甲
類
の
雲
紙
本
・
関
戸
本
を
「
初
稿
本
」、

巻
子
本
・
葦
手
本
を
「
再
稿
本
」、
乙
類
の
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
を
「
精
撰
本
」
と
さ
れ

）
3
（

た
。

し
か
し
な
が
ら
、葦
手
本
は
そ
こ
に
は
位
置
付
け
難
い
。
そ
れ
は
本
書
（
前
節
）
中
、述
べ
た
通
り
、巻
子
本
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
そ
の
問
題
を
中
心
に
、
葦
手
本
の
位
置
に
関
し
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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二

ま
ず
、
形
態
的
な
面
に
つ
い
て
述
べ
る
。

調
査
し
得
た
諸
伝
本
の
詩
歌
句
の
う
ち
、
伝
本
相
互
の
間
で
は
「
詩
歌
句
の
有
無
」
が
み
ら
れ
る
場
合
と
「
排
列
に
異
同
」
が
あ
る
場
合
と
が
あ

る
。
そ
の
う
ち
、
諸
伝
本
の
関
係
を
み
る
た
め
に
、
一
本
の
み
が
異
な
る
場
合
（
こ
こ
で
は
独
自
事
象
と
称
す
る
）
を
除
外
し
て
み
る
と
次
に
羅

列
す
る
よ
う
に
、「
Ａ
詩
歌
句
の
有
無
」
は
二
六
か
所
、「
Ｂ
排
列
の
異
同
」
は
六
か
所
と
な
る
。

Ａ
詩
歌
句
の
有
無
―
独
自
事
象
は
除
外
―

▽
…
粘
葉
本
類
と
も
雲
紙
本
類
と
も
分
か
ち
得
な
い
箇
所
。

■
…
葦
手
本
と
粘
葉
本
類
と
が
一
致
し
て
い
る
箇
所
。

□
…
葦
手
本
と
雲
紙
本
類
と
が
一
致
し
て
い
る
箇
所
。

▽
①
17
有
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
2
・
山
・
葦
）　　
　
　
　

 
 

 

無
（
巻
・
戊
）

■
②
42
有
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
下
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）　

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

□
③
215
有
（
粘
・
伊
・
久
・
山
・
多
・
戊
）　　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

無
（
雲
・
関
・
巻
・
葦
）

□
④
268
有
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
戊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 

無
（
雲
・
関
・
葦
）

▽
⑤
313
有
（
雲
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）　　
　
　
　
　

 
 

 

無
（
関
・
巻
・
和
1
）
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■
⑥
321
有
（
行
大
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
2
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

□
⑦
322
有
（
行
大
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
和
1
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）　

 
 

 
無
（
粘
・
伊
）

□
⑧
354
有
（
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
・
巻
・
葦
）

■
⑨
380
有
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

▽
⑩
407
有
（
雲
・
関
・
粘
・
法
・
伊
・
久
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
巻
・
太
）

▽
⑪
422
の

）
4
（次　

有
（
益
・
山
）　

 
 

 

無
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
下
・
戊
・
葦
）

▽
⑫
434
有
（
雲
・
関
・
粘
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
伊
・
太
・
大
内
）

▽
⑬
433
の
次　

有
（
伊
・
太
・
大
内
・
山
）　　
　

 
 

 

無
（
雲
・
関
・
粘
・
久
・
巻
・
戊
・
葦
）

■
⑭
449
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
巻
・
太
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

□
⑮
534
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
巻
・
太
・
下
・
山
）
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無
（
雲
・
関
・
戊
・
葦
）

▽
⑯
535
有
（
関
・
粘
・
近
・
法
・
伊
・
久
・
太
・
下
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 
無
（
雲
・
巻
）

■
⑰
564
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

□
⑱
603
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
大
内
・
山
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
・
巻
・
戊
・
葦
）

▽
⑲
617
有
（
雲
・
関
・
粘
・
法
・
伊
・
久
・
下
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
安
・
巻
）

▽
⑳
621
有
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
安
・
巻
）

▽
㉑
652
の
次　

有
（
安
・
巻
・
定
大
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

■
㉒
712
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

■
㉓
714
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

■
㉔
729
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
）
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■
㉕
784
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

 
 

 

無
（
雲
・
関
）

□
㉖
797
有
（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
益
・
山
）

 
 

 
無
（
雲
・
関
・
安
・
巻
・
太
・
戊
・
葦
）　　

右
の
二
六
か
所
の
う
ち
、
粘
葉
本
類
と
も
雲
紙
本
類
と
も
分
か
ち
得
な
い
▽
印
を
付
し
た
一
〇
か
所
（
①
⑤
⑩
⑪
⑫
⑬
⑯
⑲
⑳
㉑
）
を
除
く
と
、

葦
手
本
は
粘
葉
本
類
と
は
■
印
を
付
し
た
九
か
所
（
②
⑥
⑨
⑭
⑰
㉒
㉓
㉔
㉕
）
が
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
、
雲
紙
本
類
と
は
□
印
を
付
し
た
七
か

所
（
③
④
⑦
⑧
⑮
⑱
㉖
）
が
一
致
し
て
い
て
、
数
の
上
か
ら
は
や
や
粘
葉
本
類
に
近
い
。
し
か
し
、
■
印
の
九
か
所
の
全
て
に
お
い
て
、
雲
紙
本

と
関
戸
本
の
み
に
無
い
と
い
う
こ
と
は
■
印
の
箇
所
は
む
し
ろ
雲
紙
本
と
関
戸
本
と
の
近
い
関
係
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

次
に
、
詩
歌
句
が
無
い
場
合
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
、
④
（
268
）
で
は
雲
紙
本
類
・
葦
手
本
に
無
く
、
③
（
215
）・
⑧
（
354
）
は
雲
紙
本
類
・
巻

子
本
・
葦
手
本
に
無
く
、
ま
た
、
⑱
（
603
）
で
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
、
戊
辰
切
に
も
無
く
、
ま
た
、
⑮
（
534
）
で
は
、
雲
紙
本
類
・
戊
辰
切
・
葦
手

本
に
無
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

排
列
に
つ
い
て
も
、「
Ａ
詩
歌
句
の
有
無
」
に
関
す
る
考
察
で
行
っ
た
と
同
様
、
あ
る
伝
本
の
排
列
が
他
本
の
排
列
と
異
な
る
箇
所
の
う
ち
、

一
本
の
み
が
他
本
と
異
な
る
場
合
（
独
自
事
象
）
を
除
外
す
る
と
次
の
六
か
所
と
な
る
。
諸
伝
本
間
に
お
い
て
排
列
に
異
同
が
あ
る
部
分
の
詩
歌

番
号
を
挙
げ
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
。

Ｂ
排
列
の
異
同
―
独
自
事
象
を
除
外
―

⑴
110
・
111
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
戊
）

　

111
・
110
（
唐
2
・
葦
）

⑵
137
〜
143
・
133
〜
136
﹇
巻
上
・「
春
」
部
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」﹈（
雲
・
関
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

　

133
〜
143
﹇
巻
上
・「
春
」
部
「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」﹈（
粘
・
伊
）
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⑶
202
・
201
（
雲
・
関
）

　

201
・
202
（
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

⑷
273
・
272
（
雲
・
関
・
久
・
唐
2
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

　

272
・
273
（
粘
・
伊
・
多
）

⑸
309
・
308
・
310
（
雲
・
関
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

　

308
・
309
・
310
（
粘
・
伊
）

　

309
・
310
・
308
（
巻
）

⑹
313
・
312
（
雲
・
葦
）

　

312
・
313
無
）
5
（

（
関
・
巻
・
和
1
）

　

312
・
313
（
粘
・
伊
・
久
・
山
・
戊
）

久
曽
神
昇
氏
が
葦
手
本
を
雲
紙
本
類
に
分
類
さ
れ
た
主
な
論
拠
の
一
つ
に
は
、
右
の
う
ち
の
⑵
巻
上
・「
春
」
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
の
排
列
の

異
同
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
粘
葉
本
類
の
「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」
に
対
し
て
、
葦
手
本
で
は
雲
紙
本
類
と
同
様
、「
躑
躅
」・「
款

冬
」・「
藤
」
の
順
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
排
列
は
諸
伝
本
の
系
統
を
考
え
る
際
、
重
視
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
箇
所
で
は
あ
る
が
、
葦
手
本

は
右
の
⑶
の
ご
と
く
、
粘
葉
本
類
と
も
同
事
象
を
有
し
て
お
り
、
既
述
し
た
「
Ａ
詩
歌
句
の
有
無
」
と
同
様
、「
Ｂ
排
列
の
異
同
」
か
ら
も
、
単
に

雲
紙
本
類
と
し
て
扱
え
る
も
の
で
は
な
い
。

「
Ａ
詩
歌
句
の
有
無
」・「
Ｂ
排
列
の
異
同
」
に
お
い
て
、
葦
手
本
と
諸
伝
本
と
が
同
事
象
で
あ
る
箇
所
数
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
そ

れ
ぞ
れ
の
下
段
は
対
照
箇
所
数
、
上
段
は
同
事
象
数
を
示
す
）。

戊
辰
切
：
27

―31　

久
松
切
：
23

―30　

山
城
切
：
22

―31　

巻
子
本
：
21

―31　

粘
葉
本
：
20

―31　

伊
予
切
：
18

―31　

雲
紙
本
：
18

―31　

関
戸
本
：
17

―31　

唐
紙
切
）
6
（

2
：
4

―4

唐
紙
切
2
は
、
四
か
所
の
全
て
が
葦
手
本
と
同
様
で
、
そ
の
他
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
多
い
順
に
戊
辰
切
・
久
松
切
・
山
城
切
・
巻
子
本
が
挙
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げ
ら
れ
る
。

唐
紙
切
2
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
全
詩
歌
句
数
の
う
ち
、
約
一
三
％
し
か
現
存
し
て
い
な
い
（
和
歌
四
四
首
、
漢
詩
六
四
句
）
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

葦
手
本
と
の
み
排
列
が
一
致
す
る
箇
所
が
「
Ｂ
排
列
の
異
同
」
に
お
い
て
、
⑴
に
確
認
さ
れ
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。

以
上
、
詩
歌
句
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
粘
葉
本
類
と
も
雲
紙
本
類
と
も
分
か
ち
得
な
い
一
〇
首
を
除
外
す
る
と
、
葦
手
本
は
粘
葉

本
類
と
は
九
首
、
雲
紙
本
類
と
は
七
首
が
一
致
し
て
お
り
、
数
の
上
か
ら
は
稍
々
、
粘
葉
本
類
よ
り
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
一
致
す
る
箇
所
の
全

て
は
雲
紙
本
と
関
戸
本
の
二
本
に
の
み
無
い
詩
歌
句
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
粘
葉
本
類
に
あ
っ
て
雲
紙
本
類
に
無
い
詩
歌
句
に
つ
い
て
み
る
と
、
葦

手
本
は
雲
紙
本
類
と
五
か
所
が
一
致
し
て
い
た
。

排
列
に
つ
い
て
も
、
葦
手
本
は
粘
葉
本
類
の
要
素
を
有
し
て
い
た
。
⑵
に
お
い
て
述
べ
た
如
く
、
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
形
態
を
特
徴
づ
け

て
い
る
と
も
い
え
る
、
巻
上
・「
春
」
部
巻
末
の
三
詩
歌
群
が
、
雲
紙
本
類
と
同
じ
く
、「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
の
順
で
あ
り
、
加
え
て
、
唐

紙
切
2
と
の
み
同
排
列
で
あ
る
箇
所
も
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
葦
手
本
の
独
自
事
象
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◆
90
無
（
葦
）

 
 

有
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
戊
）

◆
738
無
・
739
無
（
葦
）

 
 

有
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
）

◆
740
無
（
葦
）

 
 

有
（
雲
・
関
・
雲
切
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
）

◆
741
無
・
742
無
・
743
無
・
744
無
（
葦
）

 
 

有
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
多
・
戊
）
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◆
745
無
（
葦
）

 
 

有
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
法
・
伊
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
）

葦
手
本
に
は
90
が
無
く
、
ま
た
、
738
（
下
巻
「
交
友
」
の
後
半
）
よ
り
745
（「
懐
旧
」
）
ま
で
が
ま
と
ま
っ
て
存
せ
ず
、久
曽
神
氏
の
ご
指
摘
の
通
り
、

そ
れ
ら
九
首
は
お
そ
ら
く
葦
手
本
の
脱
漏
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三

個
々
の
本
文
を
考
察
し
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

た
と
え
ば
、
119
「
織
自
何
糸
唯
暮
雨
裁
無
定
様
任
春
風
」
の
傍
線
箇
所
「
裁
」
は
巻
子
本
に
の
み
「
栽
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
詩
の
内
容
か
ら
み

て
明
ら
か
に
誤
写
と
み
ら
れ
る
。
葦
手
本
と
同
類
と
さ
れ
る
巻
子
本
は
諸
伝
本
中
、
最
も
独
自
本
文
の
、
そ
れ
も
誤
写
と
思
わ
れ
る
も
の
の
多
い

伝
本
で
、
諸
伝
本
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
、
こ
の
よ
う
な
本
文
は
実
質
的
な
異
同
箇
所
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
は
扱
い
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
で
は
独
自
本
文
は
対
象
外
と
し
た
上
で
、
和
歌
は
一
句
、
漢
詩
は
一
文
字
を
単
位
と
し
て
全
本
文
に
亘
っ
て
異
同
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、

異
体
字
・
略
字
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
和
歌
で
は
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
等
に
つ
い
て
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
後
人
に
よ
る
改
竄
か
と
思
し
き
文
字
、
剥
落
等
の
た
め
判
読
不
可
能
な
文
字
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
な
い
文
字
等
に
つ
い
て
は
原
則
、
対
象

外
と
し
た
。

そ
の
結
果
が
次
の
【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
で
あ
り
、
斜
線
の
左
は
和
歌
、
右
は
漢
詩
を
示
し
、
上
と
右
に
記
し
た
略
号
の
結
ば
れ

た
欄
を
そ
れ
ぞ
れ
三
段
に
分
け
、
上
段
に
は
そ
の
二
本
間
に
お
け
る
対
照
箇
所
数
を
、
中
段
に
は
同
文
箇
所
数
を
、
下
段
に
は
そ
の
対
照
箇
所
数

に
対
す
る
同
文
箇
所
数
の
割
合
を
％
で
表
し
た
。
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葦手本戊辰切山城切巻子本唐紙切 2安宅本久松切伊予切 法輪寺切 近衛本粘葉本関戸本雲紙本 歌 詩
158 158 159 159 24 21 157 160 20 57 160 160

　
雲紙本

89 83 100 106 14 6 92 75 11 23 72 147 　
56.3 52.5 62.9 66.7 58.3 28.6 58.6 46.9 55.0 40.4 45.0 91.9 ％
158 158 158 158 24 21 157 160 20 57 160

　
294 関戸本

89 80 104 104 13 5 88 72 13 22 69 269 　
56.3 50.6 65.8 65.8 54.2 23.8 56.1 45.0 65.0 38.6 43.1 91.5 ％
160 158 158 158 25 21 157 160 21 58

　
312 294 粘葉本

77 83 59 82 13 13 107 152 21 52 115 126 　
48.1 52.5 37.3 51.9 52.0 61.9 68.2 95.0 100.0 89.7 36.9 42.9 ％
57 57 57 58 　 17 55 58 19

　
171 168 157 近衛本

31 31 19 26 　 9 40 49 18 159 68 80 　
54.4 54.4 33.3 44.8 　 52.9 72.7 84.5 94.7 93.0 40.5 51.0 ％
20 20 19 20 　 9 20 20

　
53 60 60 60 法輪寺切

16 13 9 12 　 7 17 19 49 58 28 31 　
80.0 65.0 47.4 60.0 　 77.8 85.0 95.0 92.5 96.7 46.7 45.0 ％
159 158 159 159 25 21 157

　
60 170 315 312 293 伊予切

81 83 62 89 15 15 110 60 160 301 118 132 　
50.9 52.5 39.0 56.0 60.0 71.4 70.1 100.0 94.1 95.6 37.8 45.1 ％
155 155 155 155 23 21

　
311 60 172 312 309 291 久松切

98 92 82 97 18 13 210 44 125 217 141 149 　
63.2 59.4 52.9 62.6 78.3 61.9 67.5 73.3 72.7 69.6 45.6 51.2 ％
21 21 20 21 　

　
71 71 18 66 71 70 67 安宅本

16 12 4 14 　 39 36 7 35 34 27 25 　
76.2 57.1 20.0 66.7 　 54.9 50.7 38.9 53.0 47.9 38.6 37.3 ％
24 24 24 23

　
　 23 26 　 　 26 24 23 唐紙切 2

21 13 11 15 　 15 12 　 　 10 14 12 　
87.5 54.2 45.8 65.2 　 65.2 46.2 　 　 38.5 58.3 52.2 ％
158 156 157

　
26 70 303 305 58 167 308 298 287 巻子本

99 97 88 15 61 184 170 30 89 165 125 129 　
62.7 62.2 56.1 57.7 87.1 60.7 55.7 51.7 53.3 53.6 41.9 44.9 ％
157 157

　
297 26 67 304 307 60 167 307 306 287 山城切

80 77 177 19 35 213 188 40 100 184 167 164 　
51.0 49.0 59.6 73.1 52.2 70.1 61.2 66.7 59.9 59.9 54.6 57.1 ％
156

　
302 299 24 71 308 311 60 171 312 308 292 戊辰切

109 201 196 16 40 216 212 36 116 209 142 152 　
69.9 66.6 65.6 66.7 56.3 70.1 68.2 60.0 67.8 67.0 46.1 52.1 ％

　
301 291 293 25 64 296 305 58 161 306 300 282 葦手本
231 183 201 25 38 199 183 37 106 179 144 153 　
76.7 62.9 68.6 100.0 59.4 67.2 60.0 63.8 65.8 58.5 48.0 54.3 ％

【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
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葦
手
本
と
粘
葉
本
と
は
、
和
歌
は
四
八
．
一
％
、
漢
詩
は
五
八
．
五
％
、
葦
手
本
と
雲
紙
本
と
は
、
和
歌
は
五
六
．
三
％
、
漢
詩
は
五
四
．
三
％

が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
お
り
、
葦
手
本
の
、
粘
葉
本
類
、
雲
紙
本
類
へ
の
大
き
な
偏
り
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
詩
に
お
い
て
は
、
他

の
伝
本
に
対
し
て
雲
紙
本
と
関
戸
本
に
の
み
み
ら
れ
る
本
文
箇
所
が
四
七
か
所
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
数
値
上
で
は
諸
伝
本
と
雲
紙
本
類
と
が

遠
い
関
係
に
あ
る
。
そ
の
点
を
考
慮
し
、
漢
詩
に
お
け
る
個
々
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
葦
手
本
は
粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
の
中
間
的
な

と
こ
ろ
で
あ
り
な
が
ら
も
や
や
雲
紙
本
類
よ
り
に
位
置
し
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
、
葦
手
本
と
の
同
文
率
に
つ
い
て
は
、
高
い
順
に
、
和
歌
は
、
唐
紙
切
2
（
八
七
．
五
％
）、
法
輪
寺
切
（
八
〇
．
〇
％
）、
安
宅
切
（
七
六
．

二
％
）、
戊
辰
切
（
六
九
．
九
％
）、
漢
詩
は
、
唐
紙
切
2
（
一
〇
〇
％
）、
戊
辰
切
（
七
六
．
七
％
）、
巻
子
本
（
六
八
．
六
％
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
か
ら
、
概
略
的
に
、
葦
手
本
は
、
和
歌
・
漢
詩
と
も
に
唐
紙
切
2
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
具
体
例
を
挙
げ
る
。

葦
手
本
の
本
文
を
載
せ
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を
付
し
、
諸
伝
本
間
の
異
同
を
示
す
。

⑴
25
も
も
し
き
の
お
ほ
み
や
ひ
と
は
い
と
ま
あ
れ
や
さ
く
ら
か
さ
し
て
今
日
を
く
ら
し
つ
（
葦
）

〈
同
〉
け
ふ
を
く
ら
し
つ
（
唐
2
）

〈
異
〉
け
ふ
も
く
ら
し
つ
（
粘
・
戊
）

　
　

 

け
ふ
は
く
ら
し
つ
（
雲
・
関
・
伊
・
久
・
巻
・
益
・
山
）

下
の
句
は
諸
伝
本
と
も
『
万
葉
集
』

1883
「
梅
を
か
さ
し
て
こ
こ
に
つ
と
へ
る
」系
の
本
文
（『
赤
人
集
』Ⅰ
176
・『
古
今
六
帖
』
2327
も
）
で
は
な
く
、「
け

ふ
―
く
ら
し
つ
」
系
の
本
文
で
あ
る
。『
赤
人
集
』
Ⅱ
57
に
も
「
け
ふ
も
暮
ら
し
つ
」
と
あ
り
、
歌
の
内
容
か
ら
も
、
葦
手
本
・
唐
紙
切
2
の
「
今

日
を
く
ら
し
つ
」
は
誤
写
と
み
ら
れ
る
。

⑵
76
鑽
沙
草
只
三
分
許
跨
樹
霞
光
半
段
余
（
葦
）

〈
同
〉
光
（
唐
2
）

〈
異
〉
纔
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
大
内
・
山
）
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『
菅
家
文
草
』
445
、「
纔
」。
葦
手
本
・
唐
紙
切
2
に
「
光
」
と
あ
る
の
は
、
前
詩
（
75
）「
霞
光
曙
後
殷
於
火
草
色
晴
来
嬾
似
煙
」
に
「
霞
光
」
と
あ

る
の
に
引
か
れ
て
の
誤
写
と
み
ら
れ
る
。

⑶
152
空
夜
窓
閑
蛍
度
後
五
更
軒
白
月
明
初
（
葦
）

〈
同
〉
五
（
唐
2
）

〈
異
〉
深
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
巻
・
山
・
戊
）

 

「
五
更
」
は
一
夜
を
五
分
し
た
最
後
の
時
刻
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
深
夜
の
意
の
「
深
更
」
と
は
意
を
異
に
す
る
。

⑷
250
楊
貴
妃
帰
唐
帝
思
李
夫
人
別
漢
皇
情
（
葦
）

〈
同
〉
別
（
唐
2
）

〈
異
〉
去
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
戊
）

『
類
聚
句
題
抄
』
所
収
の
順
詩
「
対
雨
恋
月
」
に
は
諸
伝
本
の
ご
と
く
「
去
」
と
あ
る
。「
李
夫
人
別
漢
皇
情
」
の
典
拠
は
白
居
易
の
「
李
夫
人
」
で

あ
り
、
そ
の
詩
に
「
漢
武
帝
初
喪
李
夫
人
」
と
あ
り
、「
去
」
は
死
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

）
7
（
る
。
葦
手
本
・
唐
紙
切
2
で
は
そ
こ
か
ら
類

義
語
「
別
」
に
派
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑸
334
蒼
苔
路
熟
僧
帰
寺
紅
葉
聲
乾
鹿
在
林
（
葦
）

〈
同
〉
熟
（
唐
2
）

〈
異
〉
滑
（
行
大
・
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
戊
）

葦
手
本
・
唐
紙
切
2
の
本
文
「
熟
」
は
諸
伝
本
の
「
滑
」
と
異
な
り
、
こ
の
句
の
作
者
で
あ
る
温
庭
筠
の
詩
集
『
温
飛
卿
集
』・『
温
庭
筠
詩
集
』

の
本
文
に
一
致
し
て
い
る
。

葦
手
本
と
唐
紙
切
2
の
「
熟
」
が
原
詩
通
り
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
諸
伝
本
で
は
原
詩
の
本
文
「
熟
」
が
よ
り
な
じ
み
の
あ
る
「
滑
」

に
改
変
さ
れ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
他
の
諸
伝
本
に
対
し
て
原
詩
通
り
と
思
わ
れ
る
本
文
が
葦
手
本
と
唐
紙
切
2
の
二
本
に
の
み
み
ら
れ
る
と
い
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う
事
実
は
注
目
に
値
す
る
。

以
上
の
ご
と
き
共
通
の
異
文
は
葦
手
本
と
、
戊
辰
切
・
巻
子
本
・
安
宅
切
に
も
そ
れ
ぞ
れ
同
様
に
み
ら
れ
る
。
葦
手
本
と
戊
辰
切
に
は
四
か
所
、

葦
手
本
と
巻
子
本
に
は
五
か
所
、
葦
手
本
と
安
宅
切
に
は
一
か
所
が
確
認
さ
れ
る
。
次
に
一
例
ず
つ
示
す
。
葦
手
本
の
本
文
を
載
せ
、
当
該
箇
所

に
傍
線
を
付
し
、
諸
伝
本
間
の
異
同
も
示
す
。

▼
葦
手
本
と
戊
辰
切

○
612
神
川
の
清
流
に
濯
て
し
我
名
を
さ
ら
に
ま
た
や
く
た
さ
む
（
葦
）

〈
同
〉
ま
た
や
く
た
さ
む
（
戊
）

〈
異
〉
ま
た
や
け
か
さ
む
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
巻
・
太
・
山
）

『
水
原
抄
』、「
弘
仁
五
年
玄
寳
初
任
律
詩
辞
退
歌
云
三
輪
川
清
流
洗
衣
袖
更
不
穢
云
々
」。『
袋
草
紙
』・『
和
歌
童
蒙
抄
』『
発
心
集
』・『
古
事
談
』、

「
ま
た
や
け
か
さ
む
」。
他
文
献
に
「
ま
た
や
く
た
さ
む
」
の
本
文
は
見
当
た
ら
な
い
。

▼
葦
手
本
と
巻
子
本

○
388
氷
消
漢
臣
應
疑
霸
雪
盡
梁
王
不
召
枚
（
葦
）

〈
同
〉
臣
（
巻
）

〈
異
〉
主
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
大
内
・
下
・
戊
）

右
の
句
中
の
「
霸
」
は
「
漢
主
」（
光
武
皇
帝
）
の
臣
「
王
霸
」
の
こ
と
で
あ

）
8
（

る
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
葦
手
本
・
巻
子
本
の
「
漢
臣
」
は
誤
写

と
み
ら
れ
る
。

▼
葦
手
本
と
安
宅
切

○
724
老
眼
早
覚
常
残
夜
病
力
先
衰
不
待
年
（
葦
）

〈
同
〉
眼
（
安
）
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〈
異
〉
眠
（
雲
・
関
・
粘
・
近
・
伊
・
久
・
巻
・
山
・
戊
）

『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
八
「
睡
覚
」。
当
該
箇
所
、「
眠
」。
し
か
し
、『
和
漢
朗
詠
集
私
注
）
9
（

』
で
は
、
当
該
箇
所
は
葦
手
本
・
安
宅
切
と
同
様
、「
眼
」

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
安
宅
切
・
葦
手
本
の
本
文
「
眼
」
が
普
及
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
以
下
、
葦
手
本
が
粘
葉
本
類
・
雲
紙
本
類
と
そ
れ
ぞ
れ
同
文
で
あ
る
事
例
を
挙
げ
る
。
葦
手
本
の
本
文
を
載
せ
、
当
該
箇
所
に
傍
線
を

付
し
、
諸
伝
本
間
の
異
同
も
示
す
。

□
葦
手
本
が
粘
葉
本
類
と
同
文
で
あ
る
場
合

62
さ
く
ら
は
な
は
る
く
は
は
れ
る
と
し
た
に
も
ひ
と
の
こ
こ
ろ
に
あ
か
れ
や
は
す
る
（
葦
）

〈
同
〉
あ
か
れ
や
は
す
る
（
粘
・
伊
・
戊
）

〈
異
〉
あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
）

536
向
暁
簾
頭
生
白
露
終
宵
床
底
見
青
天
（
葦
）

〈
同
〉
暁
（
粘
・
近
・
法
・
伊
・
久
）

〈
異
〉
晩
（
雲
・
関
・
巻
・
太
・
下
・
山
・
戊
）

□
葦
手
本
が
雲
紙
本
類
と
同
文
で
あ
る
場
合

142
か
は
つ
な
く
か
み
な
ひ
か
は
に
か
け
み
え
て
い
ま
や
さ
く
ら
ん
や
ま
ふ
き
の
は
な
（
葦
）

〈
同
〉
い
ま
や
さ
く
ら
ん
（
雲
・
関
・
巻
・
益
・
山
・
戊
）

〈
異
〉
い
ま
や
ち
る
ら
ん
（
粘
・
伊
）

573
不
独
終
身
数
相
見
子
孫
長
作
隔
墻
人
（
葦
）

〈
同
〉
不
（
雲
・
関
）

〈
異
〉
可
（
粘
・
近
・
伊
・
巻
・
山
・
戊
）
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何
（
久
）

粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
葦
手
本
と
同
様
、
十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
伝
本
群
に
も
い
え
る
こ

と
で
あ
る
。
粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
の
本
文
が
対
立
す
る
箇
所
（
和
歌
：
六
九
か
所
、
漢
詩
：
一
三
六
か
所
）
に
お
い
て
、
当
該
伝
本
が
こ
の
両

類
と
同
文
箇
所
を
有
す
る
数
を
（
括
弧
内
は
百
分
率
で
）
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

右
の
伝
本
の
う
ち
、粘
葉
本
類
に
近
い
の
は
和
歌
・
漢
詩
と
も
に
久
松
切
（
和
歌
五
三
．六
％
・
漢
詩
六
二
．五
％
）、戊
辰
切
（
和
歌
四
四
．九
％
・

漢
詩
六
一
．
八
％
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、和
歌
に
お
い
て
雲
紙
本
類
に
稍
々
近
い
の
は
山
城
切
（
和
歌
七
二
．
五
％
）、巻
子
本
（
和
歌
六
三
．
八
％
）、葦
手
本
（
和
歌
五
九
．
四
％
）

で
あ
る
。
た
だ
し
、
葦
手
本
は
、
漢
詩
に
お
い
て
は
粘
葉
本
類
と
の
同
文
率
が
五
一
．
五
％
で
あ
り
、
雲
紙
本
類
よ
り
粘
葉
本
類
の
本
文
を
多
く

有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
漢
詩
に
お
い
て
は
他
の
諸
伝
本
が
同
文
で
あ
り
、
か
つ
、
雲
紙
本
と
関
戸
本
の
二
本

に
の
み
み
ら
れ
る
箇
所
が
四
七
か
所
も
あ
り
、雲
紙
本
と
関
戸
本
と
の
密
接
な
関
係
が
影
響
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、

和
歌
の
同
文
箇
所
数

漢
詩
の
同
文
箇
所
数

粘
葉
本
類

雲
紙
本
類

粘
葉
本
類

雲
紙
本
類

久
松
切

三
七
（
五
三
．
六
％
）

二
八
（
四
〇
．
六
％
）

八
五
（
六
二
．
五
％
）

四
八
（
三
五
．
三
％
）

唐
紙
切
2

　

四

　

二

　

二

　

六

巻
子
本

二
二
（
三
一
．
九
％
）

四
四
（
六
三
．
八
％
）

七
五
（
五
五
．
一
％
）

五
二
（
三
八
．
二
％
）

山
城
切

一
三
（
一
八
．
八
％
）

五
〇
（
七
二
．
五
％
）

七
一
（
五
二
．
二
％
）

五
七
（
四
一
．
九
％
）

戊
辰
切

三
一
（
四
四
．
九
％
）

三
二
（
四
六
．
四
％
）

八
四
（
六
一
．
八
％
）

四
五
（
三
三
．
一
％
）

葦
手
本

二
六
（
三
七
．
七
％
）

四
一
（
五
九
．
四
％
）

七
〇
（
五
一
．
五
％
）

五
八
（
四
二
．
六
％
）
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葦
手
本
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
雲
紙
本
類
の
本
文
を
よ
り
多
く
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
、
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
葦
手
本
は
、
稍
々
雲
紙
本
類
よ
り
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
が
、
粘
葉
本
類
の
要
素
を
も

有
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
葦
手
本
は
、
唐
紙
切
2
と
共
通
の
異
文
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
二
本
は
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
た
。

ま
た
、
横
の
繋
が
り
に
お
い
て
は
、
葦
手
本
は
戊
辰
切
・
巻
子
本
・
安
宅
切
等
と
も
連
関
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
粘
葉
本
・
雲

紙
本
両
類
の
要
素
を
有
し
て
い
る
事
象
は
、
葦
手
本
の
み
な
ら
ず
、
十
二
世
紀
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
諸
伝
本
に
も
看
取
さ
れ
る
。

四

葦
手
本
に
は
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
要
素
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
が
、
葦
手
本
と
同
様
、
十
二
世
紀
書
写
と
さ
れ
て
い
る
久

松
切
・
安
宅
切
・
巻
子
本
・
山
城
切
・
戊
辰
切
も
、
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
要
素
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ

の
六
本
の
中
で
、
葦
手
本
を
除
く
他
本
で
は
一
首
中
、
雲
紙
本
類
と
粘
葉
本
類
と
の
混
有
か
と
思
し
き
本
文
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
る
が
、
葦
手

本
に
は
そ
れ
は
稀
で
あ
る
。

167
ま
つ
か
け
の
い
は
ゐ
の
み
つ
を
む
す
ひ
つ
つ
な
つ
な
き
と
し
と
お
も
ひ
け
る
か
な

①
む
す
ひ
つ
つ
（
粘
・
伊
・
葦
）

 

む
す
ひ
あ
け
て
（
雲
・
関
・
久
・
行
金
・
巻
・
益
・
山
・
多
・
戊
）

②
お
も
ひ
け
る
か
な
（
粘
・
伊
・
久
・
行
金
・
巻
・
益
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

 

お
も
ひ
ぬ
る
か
な
（
雲
・
関
・
巻
）

765
か
く
は
か
り
へ
か
た
く
み
ゆ
る
よ
の
な
か
に
う
ら
や
ま
し
く
も
す
め
る
つ
き
か
な

①
か
く
は
か
り
（
粘
・
近
・
法
・
伊
・
安
・
戊
・
葦
）

 

し
は
し
た
に
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
太
・
山
）
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②
へ
か
た
く
み
ゆ
る
よ
の
な
か
に
（
粘
・
近
・
法
・
伊
・
久
・
巻
・
安
・
戊
・
葦
）

 

へ
か
た
か
り
け
る
よ
の
な
か
を
（
雲
・
関
・
山
）

 
へ
か
た
か
り
け
る
よ
の
な
か
に
（
太
）

167
で
は
、
久
松
切
・
山
城
切
・
戊
辰
切
に
は
①
が
雲
紙
本
類
と
同
文
で
「
む
す
ひ
あ
け
て
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
②
は
粘
葉
本
類
と
同
文
で
「
お

も
ひ
け
る
か
な
」
と
あ
る
。
ま
た
、
765
に
お
い
て
も
、
久
松
切
と
巻
子
本
に
は
雲
紙
本
類
と
同
文
で
①
「
し
は
し
た
に
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
②

は
粘
葉
本
類
と
同
文
で
「
へ
か
た
く
み
ゆ
る
よ
の
な
か
に
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
葦
手
本
は
、
久
松
切
・
巻
子
本
・
山
城
切
・
戊
辰
切
な
ど
と

同
様
に
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
本
文
を
有
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
四
本
ほ
ど
は
混
淆
の
様
相
を
呈
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
中
で
は
古
い

本
文
に
遡
り
得
る
性
格
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
葦
手
本
の
性
格
は
、
以
下
述
べ
る
形
態
的
な
面
に
お
い
て
も
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
点
目
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
題
に
は
付
項
目
を
有
す
る
場
合
が
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
本
文
中
の
題
、
①
「
雁
」
の
付
項
目
「
帰
雁
」、
及
び
②

「
氷
」
の
付
項
目
「
春
氷
」
が
題
と
し
て
独
立
し
て
い
る
事
例
に
は
山
城
切
・
戊
辰
切
な
ど
が
あ
る
（
当
該
箇
所
に
は
傍
線
を
付
す
）。
し
か
し
、
葦

手
本
に
は
そ
の
よ
う
な
題
は
見
当
た
ら
な
い
。

①
雁
付
帰
雁
（
雲
・
粘
・
伊
・
久
・
唐
2
・
散
・
和
1
・
葦
）

　

雁
（
関
・
巻
）

　

雁
付
帰
雁　

帰
雁
（
山
・
戊
）

②
氷
（
雲
・
巻
）

　

氷
付
春
氷
（
関
・
粘
・
伊
・
久
・
多
）

　

春
氷

）
10
（

（
下
）

　

氷
付
春
氷　

春
氷
（
山
・
戊
）

　

氷
付
春
水
（
葦
）
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こ
の
点
に
つ
い
て
、
堀
部
氏
は
、
撰
者
で
あ
る
藤
原
公
任
の
原
撰
本
に
は
「
帰
雁
」・「
春
氷
」
は
存
せ
ず
、「
帰
雁
」・「
春
氷
」
が
題
と
し
て
独

立
し
て
い
る
事
象
を
「
後
世
的
な
要
素
」
と
さ
れ

）
11
（

た
。

第
二
点
目
。
巻
子
本
と
戊
辰
切
に
は
、
630
「
み
わ
た
せ
は
」
歌
が
16
「
た
に
か
せ
に
」
歌
の
次
に
重
出
し
て
お
り
、
ま
た
、
戊
辰
切
に
は
78
「
は

る
か
す
み
」
歌
が
8
「
は
る
た
つ
と
」
歌
の
次
に
重
出
し
て
い
る
が
、
葦
手
本
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
重
出
歌
は
見
当
た
ら
な
い
。

第
三
点
目
。
諸
伝
本
の
内
容
的
変
遷
を
通
時
的
に
み
た
と
き
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
詳
細
な
注
記
を
有
す
る
伝
本
の
存
在
が
顕
著
と
な
る
。

三
木
雅
博
氏
は
、「
平
安
後
期
の
現
存
す
る
最
も
古
い
『
朗
詠
集
』
写
本
群
に
共
通
す
る
本
文
形
態
」
と
し
て
、
唐
人
の
作
品
の
場
合
、
原
則
と
し

て
詩
句
に
は
作
者
名
が
注
さ
れ
て
い
て
も
賦
句
の
み
に
は
作
者
名
は
記
さ
れ
な
い
旨
、
指
摘
さ
れ

）
12
（

た
。
し
か
し
、
次
に
挙
げ
る
注
記
（
当
該
箇
所

に
は
傍
線
を
付
す
）
の
ご
と
く
、
戊
辰
切
・
久
松
切
・
山
城
切
に
は
唐
人
の
賦
の
作
者
名
に
ま
で
調
査
が
及
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
①
240

の
戊
辰
切
、
②
479
の
久
松
切
・
山
城
切
に
は
「
公
乗
億
」
の
名
が
注
さ
れ
て
い
る
が
、
葦
手
本
の
注
記
に
は
唐
人
の
賦
句
に
作
者
名
が
注
さ
れ
て

い
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
。　

①
240
公
乗
億
（
戊
）

　
　

八
月
十
五
夜
賦
（
下
）

　

 

ナ
シ
（
雲
・
関
・
粘
・
伊
・
久
・
山
・
多
・
葦
）

②
479
送
友
人
帰
大
梁
賦　

公
乗
億
（
久
・
山
）

　
　

送
友
帰
大
梁
賦
（
粘
・
法
・
太
）

　

 

送
友
人
帰
大
梁
賦
（
雲
・
関
・
戊
）

　

 

ナ
シ
（
近
・
伊
・
葦
）　　

第
四
点
目
。
安
宅
切
・
巻
子
本
・
定
信
筆
大
字
切
で
は
、「
追
）
13
（補

」
と
さ
れ
て
い
る
652
の
次
に
位
置
す
る
和
歌
「
伊
可
天
難
遠
人
二
裳
登
者
む
あ

や
し
き
は
お
毛
盤
ぬ
な
可
能
え
さ
類
ま
し
き

）
14
（

は
」
を
共
有
し
て
い
る
が
、
葦
手
本
に
は
そ
れ
は
見
当
た
ら
な
い
。
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特
に
、
伝
本
の
性
格
を
決
定
づ
け
る
本
文
の
面
か
ら
葦
手
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
戊
辰
切
に
は
、
後
世
的
な
改
変
の
あ
と
が
確
認

さ
れ
た
が
、
葦
手
本
は
そ
の
よ
う
な
変
容
し
た
様
相
は
呈
し
て
お
ら
ず
、
古
い
形
態
を
止
め
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

葦
手
本
に
は
、
唐
紙
切
2
、
及
び
、
戊
辰
切
・
巻
子
本
・
安
宅
切
と
の
連
関
性
が
認
め
ら
れ
た
が
、
書
写
の
面
か
ら
も
同
様
の
こ
と
を
指
摘
し

得
る
。
す
な
わ
ち
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
葦
手
本
は
藤
原
伊
行
の
真
筆
で
あ
り
、
ま
た
、
戊
辰
切
の
巻
上
は
葦
手
本
と
同
じ
く
藤
原
伊
行
、
巻
下

は
藤
原
定
信
の
筆
と
い
う
説
も
あ

）
15
（

る
。

唐
紙
切
2
に
つ
い
て
は
藤
原
伊
房
（
一
〇
三
〇
―
一
〇
九
六
）
の
筆
と
い
う
説
が
あ

）
16
（
り
、
巻
子
本
の
書
は
伊
房
や
そ
の
孫
に
当
た
る
定
信
の
書

に
気
脈
が
通
じ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

）
17
（
る
。
ま
た
、
安
宅
切
も
、
藤
原
定
信
の
筆
と
い
う
説
が
あ

）
18
（
る
。
伊
房
・
定
信
・
伊
行
は
書
の
家
柄
で
あ
る
世

尊
寺
家
の
第
三
代
・
五
代
・
六
代
に
当
た
る
人
物
で
、
こ
の
四
本
の
書
風
は
世
尊
寺
様
と
い
え
る
。
書
風
に
加
え
、
こ
れ
ら
四
本
に
は
次
に
例
示

す
る
ご
と
く
、
和
歌
の
真
名
書
き
と
い
う
特
異
な
表
記
を
共
有
し
て
い
る
点
で
も
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

①
259
葦
手
本
「
白
雲
尓
翼
打
加
者
之
飛
雁
乃
影
佐
部
見
留
秋
夜
月
」

　
　

唐
紙
切
2
「
白
雲
尓
翼
打
加
者
之
飛
雁
乃
影
佐
部
見
由
留
秋
夜
月
」

　
　

巻
子
本
「
白
雲
尓
翼
打
加
波
之
飛
雁
能
景
左
部
見
留
秋
乃
夜
能
月
」

②
673
葦
手
本
「
斑
鳩
之
鳶
雄
蝦
皤
之
絶
皤
社
我
王
之
御
名
遠
忘
海
藻
」

　
　

戊
辰
切
「
斑
鳩
之
鳶
雄
蝦
皤
之
絶
皤
社
我
王
之
御
名
遠
忘
海
藻
」

ま
た
、
次
に
、
688
よ
り
諸
伝
本
か
ら
「
噛
」
を
引
用
す
る
が
、
安
宅
切
・
巻
子
本
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
に
は
次
の
事
例
の
ご
と
く
異
体
字
の
類

似
も
み
ら
れ

）
19
（

る
。
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雲
紙
本　

   

関
戸
本　

   

粘
葉
本　

 

近
衛
本　

  

法
輪
寺
切　
　

伊
予
切　
　

久
松
切

 

安
宅
切　

   
巻
子
本　

   

太
田
切　

  

多
賀
切   　

戊
辰
切　

     

葦
手
本

安
宅
切
・
巻
子
本
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
の
う
ち
、
巻
子
本
の
み
に
は
口
偏
は
無
い
も
の
の
、
旁
の
部
分
の
字
形
は
類
似
し
て
い
る
。

以
上
、
葦
手
本
・
唐
紙
切
2
・
戊
辰
切
・
巻
子
本
・
安
宅
切
の
五
本
を
世
尊
寺
家
、
及
び
そ
の
周
辺
に
継
承
さ
れ
た
伝
本
の
流
れ
を
汲
む
も
の

と
し
て
位
置
付
け
得
る
。

葦
手
本
が
雲
紙
本
類
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
と
言
え
る
。
し
か
し
、
葦
手
本
は
粘
葉
本
類
の
要
素
も
有
し
て
お
り
、
そ
の
一

群
の
中
に
位
置
し
つ
つ
も
雲
紙
本
類
と
は
並
列
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
要
素
を
有
す
る
伝
本
に
は
そ
の
他
、

十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
る
久
松
切
・
安
宅
切
・
巻
子
本
・
山
城
切
・
戊
辰
切
等
も
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
戊
辰
切
・
巻
子
本
・
安
宅
切
、

及
び
唐
紙
切
2
と
葦
手
本
と
が
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
も
本
節
中
、
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
戊
辰
切
・
巻
子
本
・
安
宅
切
に
見
ら
れ
る
後
世
的
要

素
は
葦
手
本
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
唐
紙
切
2
が
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
藤
原
伊
房
の
真
筆
、
ま
た
は
伊
房
の
時
代

の
書
で
あ
る
こ
と
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
葦
手
本
は
比
較
的
純
度
の
高
い
唐
紙
切
2
に
ま
で
遡
り
得
る
性
格
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
久
曽
神
氏
は
葦
手
本
・
巻
子
本
・
久
松
切
等
を
「
再
稿
本
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
節
中
、
指
摘
し
た
通
り
、
粘

葉
本
・
雲
紙
本
両
類
に
見
ら
れ
る
個
々
の
本
文
が
葦
手
本
・
十
二
世
紀
書
写
本
群
の
中
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
葦
手
本
・
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巻
子
本
・
久
松
切
等
に
は
詩
歌
句
の
有
無
、
排
列
に
も
異
同
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
一
括
し
て
「
再
稿
本
」
と
す
る
、
そ
の
捉
え
方
で

は
整
合
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
①
十
二
世
紀
書
写
本
群
で
は
い
ず
れ
も
雲
紙
本
類
と
粘
葉
本
類
と
の
相
違
の
中
で
重
視
さ
れ
る
べ
き
箇
所
で
あ
る
巻
上
、
春
部
巻
末
の

三
詩
歌
群
の
排
列
が
雲
紙
本
類
と
同
じ
で
あ
る
、
②
他
本
に
は
あ
る
が
雲
紙
本
類
に
は
な
い
詩
歌
句
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
、
十
二
世
紀
書
写
本

群
の
中
に
も
雲
紙
本
類
と
同
じ
よ
う
に
存
し
な
い
、
③
十
二
世
紀
書
写
本
群
に
は
そ
れ
ぞ
れ
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
の
本
文
が
混
在
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
本
節
中
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

堀
部
・
久
曽
神
両
氏
の
分
類
に
従
い
、
粘
葉
本
類
、
雲
紙
本
類
と
い
う
二
つ
の
類
を
中
心
に
据
え
て
、
そ
の
他
の
諸
伝
本
の
分
類
を
試
み
る
場

合
、
前
述
し
た
①
・
②
・
③
の
事
象
は
、
雲
紙
本
類
の
流
れ
を
汲
む
と
考
え
ら
れ
る
十
二
世
紀
書
写
本
群
の
中
に
粘
葉
本
類
の
要
素
が
後
に
徐
々

に
混
入
し
た
結
果
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
が
有
す
る
要
素
の
混
在
は
、
本
書
（
第
三
章 

第
十
節
）
中
、
指
摘
す
る
通
り
、
既
に
十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
さ
れ
る

伝
行
成
筆
大
字
切
に
確
認
さ
れ
、
葦
手
本
が
書
写
さ
れ
た
十
二
世
紀
よ
り
も
早
い
段
階
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
本
書
（
第
二
章 

第
六
節
）
中
、
指
摘
す
る
通
り
、
形
態
・
個
々
の
本
文
の
両
面
に
お
い
て
、
粘
葉
本
類
に
し
か
見
ら
れ
な
い
要
素
、
雲
紙
本
類
に
し
か
見
ら
れ
な

い
要
素
が
粘
葉
本
類
・
雲
紙
本
類
、
そ
れ
ぞ
れ
に
少
な
か
ら
ず
確
認
さ
れ
る
。「
徐
々
に
混
入
し
た
」
の
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
事
象
は
生
じ
に

く
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

粘
葉
本
類
と
雲
紙
本
類
と
が
混
在
し
た
姿
の
伝
本
が
粘
葉
本
・
雲
紙
本
両
類
が
書
写
さ
れ
た
時
代
に
既
に
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ら
が
葦

手
本
を
含
む
十
二
世
紀
書
写
本
の
も
と
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
推
測
す
る
。
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注（
1
）
堀
部
正
二
氏
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
312
頁

（
2
）
久
曽
神
昇
氏
著
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年  

ひ
た
く
書
房
﹈
195
頁

（
3
）
久
曽
神
昇
氏
「
和
漢
朗
詠
集
の
和
歌
作
者
考
（
一
）
」『
愛
知
大
学
文
学
論
叢
』
第
六
二
輯
﹇
昭
和
54
年  

愛
知
大
学
文
学
会
﹈

（
4
）
記
述
中
、「
の
次
」
と
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
無
く
、
無
番
号
。
当
該
番
号
の
詩
歌
句
の
次
（
こ
こ
で
は
422
の
次
）
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
本

表
記
に
よ
り
当
該
詩
歌
句
の
位
置
を
示
す
。
以
下
、
同
。

（
5
）
313
、
無
。

（
6
）
本
書
（
冒
頭
の
凡
例
）
中
、
記
し
た
通
り
、
唐
紙
切
2
と
は
、
伝
藤
原
公
任
筆
唐
紙
本
和
漢
朗
詠
集
切
を
指
す
。

（
7
）
柿
村
重
松
氏
著
『
和
漢
朗
詠
集
考
證
』﹇
昭
和
48
年  

藝
林
舎
﹈「
巻
上
」
219
頁

（
8
）
前
掲
（
注
1
）
に
同
。
331
頁

（
9
）
山
内
潤
三
・
木
村
晟
・
杤
尾
武
氏
編
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』﹇
昭
和
57
年  

新
典
社
﹈・
杤
尾
武
氏
編
『
国
立
国
会
図
書
館
蔵
和
漢
朗
詠
集　

内
閣
文
庫
蔵
和

漢
朗
詠
集
私
注
漢
字
総
索
引
』﹇
昭
和
60
年  

新
典
社
﹈

（
10
）
断
簡
の
た
め
題
目
「
氷
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
11
）
前
掲
（
注
1
）
に
同
。
322
頁

（
12
）
三
木
雅
博
氏
著
『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』﹇
平
成
7
年  

勉
誠
社
﹈
145
頁

（
13
）
前
掲
（
注
1
）
に
同
。
318
頁

（
14
）
安
宅
切
の
本
文
に
拠
る
。

（
15
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
五
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
345
頁

（
16
）
古
谷
稔
氏
「
藤
原
伊
房
」（
東
京
国
立
博
物
館
編
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
一
六
九
号
﹇
昭
和
40
年  
美
術
出
版
社
﹈
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（
17
）
小
松
茂
美
氏
著
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
四
巻
﹇
平
成
2
年  

講
談
社
﹈
351
頁

（
18
）
小
松
茂
美
氏
監
修
『
日
本
名
跡
叢
刊
』
83
﹇
昭
和
59
年  

講
談
社
﹈
79
頁

（
19
）「
噛
」
を
検
す
る
と
、『
康
煕
字
典
』
に
は
、
安
宅
切
・
巻
子
本
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
に
酷
似
し
た
字
体
が
存
す
る
。
し
か
し
、『
康
煕
字
典
』
で
は
旁
の
部

分
の
上
部
（
右
）
は
「
刀
」
で
、
安
宅
切
・
巻
子
本
・
戊
辰
切
・
葦
手
本
の
ご
と
き
「
刃
」
と
は
異
な
る
。
安
宅
切
等
の
字
体
は
、
当
時
、
特
異
で
あ
っ
た

と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。　




